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日
中
戦
争
期
の
産
業
統
制
と
「
技
術
統
制
」
一
は
じ
め
に
本
稿
の
目
的
は
、
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
工
業
動
員
・
産
業
統
制
と
技
術
政
策
と
の
関
連
性
を
、「
技
術
公
開
」（
以
下
「
公
開
」）
問
題
へ
の
対
応
を
通
し
て
再
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る）（
（
。
周
知
の
通
り
、
新
体
制
運
動
下
で
は
利
潤
統
制
に
よ
る
技
術
独
占
の
打
破
を
目
指
し
、
企
業
の
優
秀
技
術
「
公
開
」
に
よ
る
生
産
力
向
上
が
、
経
済
新
体
制
構
想
に
盛
り
込
ま
れ
る）（
（
と
共
に
、
総
合
的
科
学
技
術
政
策
の
確
立
を
掲
げ
る
企
画
院
系
を
中
心
と
し
た
技
術
官
僚
が
、
科
学
技
術
新
体
制
運
動
を
展
開
し
、「
技
術
国
家
管
理
」
構
想
が
提
唱
さ
れ
た）（
（
。
し
か
し
、「
公
開
」
を
含
む
経
済
新
体
制
の
利
潤
統
制
構
想
が
財
界
の
激
し
い
反
発
を
受
け
る
一
方
、
一
九
四
一
年
五
月
決
定
の
「
科
学
技
術
新
体
制
確
立
要
綱
」（
以
下
「
確
立
要
綱
」）
策
定
に
お
い
て
も
、
四
〇
年
末
の
草
案
か
ら
「
経
済
新
体
制
確
立
要
綱
」
に
連
動
す
る
形
で
、
工
業
所
有
権
収
用
に
関
す
る
条
項
に
「
適
正
ナ
報
償
ノ
下
」
の
文
言
が
追
加
さ
れ
る）（
（
。
先
行
研
究
で
は
、
戦
時
・
戦
後
を
通
し
た
共
同
研
究
体
制
構
築
の
進
展
と
い
う
観
点
か
ら
、
科
学
技
術
新
体
制
運
動
が
企
業
の
秘
密
主
義
・
外
国
技
術
依
存
の
打
破
を
試
み
な
が
ら
、
産
・
官
双
方
の
批
判
を
受
け
、
当
初
の
構
想
を
矮
小
化
さ
せ
て
い
く
過
程
が
注
目
さ
れ
て
き
た）（
（
。
し
か
し
同
運
動
の
画
期
性
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
で
、
同
時
期
の
特
許
行
政
自
体
が
、
戦
時
期
の
産
業
統
制
・
工
業
動
員
に
ど
う
対
応
し
た
か
、
と
い
う
視
点
は
希
薄
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
法
制
史
的
研
究
も
同
様
で
あ
り
、
特
許
権
の
戦
時
統
制
が
第
二
次
大
戦
期
の
各
国
に
共
通
の
課
題
で
あ
っ
た
と
み
て
法
規
を
概
説
す
る
か
、
自
由
経
済
下
で
制
定
さ
れ
た
特
許
制
度
と
国
家
主
義
や
戦
時
統
制
経
済
日
中
戦
争
期
の
産
業
統
制
と
「
技
術
統
制
」
　
　
 「
技
術
公
開
」
問
題
を
中
心
に 　
　
佐
　
竹
　
康
　
扶
史
観
第
一
七
八
冊
二
の
矛
盾
と
し
て
回
顧
的
に
概
括
す
る
に
留
ま
り
、
政
策
決
定
過
程
や
運
用
の
内
実
は
ほ
ぼ
等
閑
視
さ
れ
て
い
る）（
（
。
さ
ら
に
先
行
研
究
は
、
経
済
新
体
制
構
想
の
帰
結
た
る
統
制
会
の
主
要
機
能
の
一
つ
に
技
術
指
導
を
挙
げ
る）（
（
。
だ
が
、
統
制
会
設
置
以
前
と
の
対
比
、
す
な
わ
ち
日
中
戦
争
下
の
各
重
要
産
業
に
お
け
る
技
術
審
議
機
構
は
い
か
な
る
産
業
統
制
上
の
問
題
を
抱
え
、
そ
れ
に
対
し
ど
の
よ
う
な
制
度
的
対
策
が
要
請
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
は
、
工
作
機
・
電
機
産
業
等
の
一
部
を
除
き
、
ほ
ぼ
断
片
的
・
概
説
的
な
言
及
に
留
ま
っ
て
い
る）（
（
。
こ
う
し
た
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
執
筆
者
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
を
対
象
に
、「
敵
産
特
許
」
の
処
理
が
国
内
特
許
の
統
制
へ
と
連
続
し
て
い
く
過
程
と
、
軽
金
属
・
化
学
の
二
業
種
に
お
け
る
「
技
術
交
流
」
の
進
展
過
程
を
分
析
し
た
。
し
か
し
そ
の
前
史
た
る
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
各
産
業
別
「
公
開
」
の
様
相
と
特
許
行
政
の
変
質
過
程
、
と
り
わ
け
同
時
期
に
「
公
開
」
論
が
興
隆
し
つ
つ
も
「
交
流
」
論
へ
と
転
換
し
て
い
く
背
景
に
関
し
て
は
、
分
析
対
象
時
期
の
関
係
も
あ
り
、
戦
時
統
制
の
要
求
と
「
公
開
」
の
無
報
酬
・
一
方
的
色
彩
を
嫌
う
企
業
側
と
の
妥
協
点
と
い
う
、
極
め
て
概
略
的
な
検
討
に
留
ま
っ
た）（
（
。
だ
が
、
一
度
拡
散
し
た
技
術
情
報
の
回
収
は
事
実
上
不
可
能
と
い
う
点
で
、
技
術
の
「
公
開
」
は
、
資
金
・
設
備
・
原
料
等
、
他
資
源
の
戦
時
統
制
と
性
質
を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
「
公
開
」
問
題
の
分
析
は
、
経
済
・
科
学
技
術
の
両
新
体
制
構
想
、
ひ
い
て
は
当
該
期
の
経
済
統
制
・
産
業
統
制
が
内
在
し
た
矛
盾
を
検
討
す
る
際
に
不
可
欠
と
い
え
よ
う）（1
（
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
第
一
に
、
日
中
戦
争
下
に
お
け
る
特
許
制
度
改
正
の
試
み
を
検
討
し
、
当
時
の
改
正
研
究
が
工
業
動
員
・
統
制
経
済
の
強
化
に
影
響
さ
れ
て
い
く
過
程
を
、
新
体
制
運
動
期
か
ら
対
米
英
開
戦
直
前
に
お
け
る
、
企
画
院
・
商
工
省
両
者
に
よ
る
「
公
開
」
構
想
と
対
比
さ
せ
つ
つ
検
討
す
る
。
第
二
に
、
日
中
戦
争
下
の
産
業
統
制
団
体
に
お
け
る
技
術
審
議
組
織
が
、
曲
折
を
経
な
が
ら
統
制
会
技
術
部
の
形
態
に
収
斂
し
て
い
く
過
程
の
検
討
を
通
し
、
各
戦
時
重
要
産
業
に
お
け
る
「
公
開
」
へ
の
対
応
を
分
析
す
る
。
第
一
章
　
日
中
戦
争
期
の
工
業
所
有
権
制
度
改
正
事
業
と
「
技
術
統
制
」
一
　
日
中
戦
争
勃
発
時
の
統
制
法
規
と
そ
の
限
界
そ
も
そ
も
日
中
戦
争
期
の
企
画
院
系
技
術
官
僚
は
、「
公
開
」
を
い
か
な
る
政
策
と
み
な
し
た
の
か
。
一
九
三
九
年
末
当
時
、
藤
澤
威
雄
（
企
画
院
科
学
部
技
師
、
後
部
長
）
は
、
高
生
産
効
率
・
低
生
産
費
な
事
業
者
の
技
術
を
低
能
率
工
場
に
提
供
さ
せ
、
業
種
全
体
の
増
産
と
平
均
生
産
費
の
低
減
を
図
る
も
の
、
と
定
義
し
）
（（
（
、
こ
れ
は
経
済
新
体
制
構
想
に
お
け
る
「
公
開
」
構
想
と
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
日
中
戦
争
期
の
産
業
統
制
と
「
技
術
統
制
」
三
他
方
で
日
中
戦
争
勃
発
当
時
の
工
業
所
有
権
法
規
を
み
れ
ば
、
昭
和
戦
前
期
の
特
許
法
（
以
下
「
大
正
一
〇
年
法
」）
は
特
許
の
取
消
と
政
府
に
よ
る
直
接
実
施
、
権
利
者
に
よ
る
発
明
の
強
制
実
施
自
体
は
規
定
し
た
が
、
特
許
実
施
権
の
許
諾
に
関
し
て
は
強
制
力
を
持
た
な
か
っ
た
。
日
中
戦
争
の
拡
大
を
受
け
て
三
八
年
一
月
末
に
は
、
直
接
収
用
の
手
続
規
定
と
し
て
特
許
収
用
令
が
制
定
さ
れ
た
が
、
実
際
の
運
用
は
形
式
的
な
も
の
に
留
ま
っ
た）（（
（
。
す
な
わ
ち
、
同
令
に
基
づ
き
特
許
を
権
利
者
以
外
の
企
業
に
実
施
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
政
府
は
権
利
自
体
を
消
滅
さ
せ
る
と
い
う
、
極
め
て
強
権
的
な
措
置
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
九
一
七
年
制
定
の
工
業
所
有
権
戦
時
法
（
以
下
戦
時
法
）
は
、
敵
国
人
特
許
の
取
消
し
と
日
本
人
へ
の
専
用
免
許
付
与
を
認
め
た
も
の
の
、
制
定
当
時
に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
下
に
お
け
る
連
合
国
の
要
請
を
受
け
た
独
墺
へ
の
経
済
制
裁
手
段
と
い
う
側
面
が
強
く
、
実
処
分
上
で
も
特
許
自
体
の
取
消
し
は
回
避
さ
れ
て
い
た）（（
（
。
し
か
も
技
術
依
存
先
た
る
仮
想
敵
国
（
米
国
・
英
国
）
と
交
戦
国
（
中
華
民
国
）
が
分
離
し
て
い
た
た
め
、
法
的
に
は
日
中
二
国
間
の
「
事
変
」
で
あ
る
日
中
戦
争
へ
の
戦
時
法
の
適
用
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
法
制
上
の
問
題
解
決
を
目
指
し
、
三
九
年
五
月
に
企
画
院
は
「
特
許
開
放
」
の
調
査
研
究
を
開
始
す
る
。
同
時
点
で
「
公
開
」
の
法
的
根
拠
は
、
特
許
収
用
令
、
国
家
総
動
員
法
第
一
三
条
（
工
場
事
業
場
の
収
用
命
令
）、
同
法
第
一
八
条
（
事
業
統
制
組
合
の
設
立
命
令
）
の
三
者
が
想
定
さ
れ
た）（（
（
。
た
だ
し
問
題
は
、
前
二
者
が
結
局
は
政
府
自
身
に
よ
る
実
施
権
利
用
の
み
を
認
め
た
に
過
ぎ
な
い
点
、
後
者
は
技
術
を
対
象
と
し
た
統
制
組
合
が
実
働
可
能
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
同
年
七
月
の
理
研
に
よ
る
調
査
は
、
以
上
の
指
摘
に
加
え
、
①
他
技
術
の
導
入
を
事
業
主
は
嫌
う
、
②
実
施
に
必
要
な
設
備
が
入
手
困
難
、
③
制
度
設
立
に
法
改
正
が
必
要
、
等
の
問
題
を
挙
げ
た
。
そ
し
て
「
公
開
」
強
制
が
「
経
営
そ
の
も
の
ゝ
統
制
で
あ
り
、
殆
ど
私
経
営
の
否
定
に
近
い
」
た
め
相
当
な
摩
擦
が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
り
、
早
急
な
解
決
は
困
難
）
（（
（
、
と
結
論
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
批
判
に
対
し
、
藤
澤
は
「
公
開
」
の
語
が
「
無
条
件
に
技
術
の
解
放
を
強
制
す
る
」
感
を
与
え
る
恐
れ
を
認
め
つ
つ
、
実
際
に
は
特
許
実
施
権
設
定
へ
の
不
当
な
拒
絶
や
不
法
な
報
償
請
求
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
り
、「
発
明
心
や
企
業
心
を
培
ふ
に
必
要
な
程
度
の
実
施
料
は
、
当
然
取
ら
せ
る
の
が
建
前
」
と
反
論
す
る）（（
（
。
し
か
し
報
償
の
支
払
い
を
前
提
と
し
て
も
、
依
然
課
題
と
な
る
の
は
、
支
払
い
を
め
ぐ
る
対
立
を
緩
和
・
裁
定
す
る
制
度
の
設
置
で
あ
っ
た
。
二
　
企
画
院
主
導
の
「
発
明
信
託
会
社
」
構
想
と
そ
の
挫
折
そ
こ
で
三
九
年
に
企
画
院
は
、「
発
明
信
託
会
社
（
研
究
信
託
株
式
会
社
）」
に
よ
る
死
蔵
特
許
権
の
活
用
を
提
唱
す
る
。
同
構
想
は
、
「
信
託
権
利
ノ
実
施
斡
旋
権
利
代
償
又
ハ
研
究
費
ノ
管
理
、
綜
合
的
史
観
第
一
七
八
冊
四
実
用
化
試
験
施
設
ノ
建
設
運
営
、
受
託
試
験
ノ
実
施
、
研
究
ノ
企
業
化
調
査
」
等
の
た
め
施
設
を
設
置
、
資
本
金
の
四
分
の
一
を
政
府
出
資
と
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た）（（
（
。
同
構
想
の
提
案
理
由
と
し
て
藤
澤
威
雄
が
挙
げ
る
の
は
、
発
明
・
特
許
権
の
大
部
分
が
未
利
用
に
終
っ
て
い
る
状
況
の
改
善
で
あ
る
。
藤
澤
は
そ
の
原
因
と
し
て
、
発
明
者
単
独
に
よ
る
実
用
化
の
困
難
さ
、
実
用
化
試
験
に
必
要
な
設
備
融
通
の
非
効
率
性
を
指
摘
し
、
特
別
法
制
定
に
よ
る
信
託
会
社
の
設
置
と
助
成
金
に
よ
る
保
護
を
提
案
す
る
。
こ
れ
に
加
え
、
同
構
想
に
は
、
国
家
総
動
員
法
に
よ
る
総
動
員
試
験
研
究
命
令
の
発
動
に
よ
っ
て
発
生
し
た
特
許
権
の
活
用
、
と
い
う
側
面
も
存
在
し
た）（（
（
。
藤
澤
に
よ
れ
ば
、
同
法
は
研
究
成
果
の
権
利
化
の
制
限
や
無
償
実
施
の
強
制
等
は
行
な
わ
ず
、
従
来
実
用
化
し
得
な
か
っ
た
発
明
・
研
究
を
「
合
理
的
補
償
に
依
る
工
業
権
実
施
を
図
っ
て
適
正
生
産
費
に
依
る
生
産
の
拡
充
」
に
利
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た）（（
（
。
こ
の
点
で
同
構
想
は
、
動
員
対
象
と
手
法
の
双
方
に
お
い
て
、
新
体
制
運
動
下
の
各
種
「
公
開
」
論
に
比
べ
強
制
性
が
低
か
っ
た
も
の
の
、
企
業
か
ら
の
出
資
金
調
達
が
困
難
視
さ
れ
、
結
局
頓
挫
し
て
し
ま
う）（1
（
。
総
合
的
な
特
許
動
員
と
研
究
投
資
の
両
機
能
を
結
合
さ
せ
た
技
術
振
興
組
織
の
設
置
構
想
は
、
後
述
の
よ
う
に
「
公
開
」
推
進
が
模
索
さ
れ
る
た
び
に
出
現
と
頓
挫
を
繰
り
返
し
て
い
く
が
、
信
託
実
施
会
社
構
想
は
そ
の
嚆
矢
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
で
は
同
時
期
の
特
許
行
政
に
お
い
て
は
、
戦
時
経
済
統
制
を
踏
ま
え
、
い
か
な
る
改
革
が
構
想
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
三
　
日
中
戦
争
下
の
工
業
所
有
権
制
度
改
正
審
議
と
そ
の
帰
結
本
節
で
は
、
一
九
三
九
～
四
〇
年
の
特
許
制
度
改
正
準
備
協
議
会
（
以
下
準
備
協
議
会
）、
そ
し
て
同
協
議
会
答
申
を
基
底
と
し
た
四
〇
年
の
工
業
所
有
権
制
度
調
査
会
（
以
下
制
度
調
査
会
）
に
お
け
る
制
度
審
議
を
検
討
す
る
。
同
時
期
に
お
け
る
改
正
論
議
は
、
制
度
を
産
業
発
達
と
戦
時
期
工
業
動
員
の
双
方
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
制
度
調
査
会
で
は
、
審
査
・
審
判
の
促
進
策
に
加
え
、
工
業
所
有
権
の
公
用
徴
収
に
関
す
る
改
正
、
日
本
と
満
州
国
の
制
度
調
整
等
が
審
議
さ
れ
た）（（
（
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
改
正
事
業
の
開
始
と
前
後
し
、
特
許
局
内
の
技
術
官
僚
が
、
戦
時
統
制
経
済
に
適
応
し
た
特
許
制
度
改
革
を
提
唱
し
た
点
で
あ
る
。
三
九
年
の
原
田
久
（
特
許
局
技
師
）
に
よ
る
論
説
は
、
戦
時
統
制
下
の
特
許
権
が
自
由
経
済
体
制
下
と
同
様
に
保
護
さ
れ
る
必
要
は
な
い
と
し
、
実
施
許
諾
・
譲
渡
を
受
け
る
場
合
「
特
許
権
者
側
に
有
利
」
な
現
状
を
問
題
視
す
る
。
す
な
わ
ち
特
許
権
の
価
値
は
「
経
済
界
技
術
界
の
両
視
角
よ
り
評
価
」
す
べ
き
と
し
て
、
「
独
専ママ
権
が
全
体
的
利
益
に
沿
ひ
得
な
い
部
分
を
有
す
る
」
現
行
制
度
の
改
正
と
、
戦
時
下
に
お
け
る
発
明
の
「
全
体
的
活
用
」
を
求
め
た
の
で
あ
る）（（
（
。
日
中
戦
争
期
の
産
業
統
制
と
「
技
術
統
制
」
五
表1　工業所有権制度調査会における軍・産・学関係者の「公開」への態度概要
（（（）
発言者（所属・地位） 権利統制および「公開」問題に関する主張概要
学
術
団
体
関
係
者
波多野貞夫 
（日本学術振興会）
優秀な国内発明は価値に応じた補償のもと国家収用し「何人ニモ使用ヲ許ス」
ことで審査を迅速化すべきだが、外国特許に「余リ偏頗ナ取扱ヲスルト云フコ
トニハ賛成シ兼ネル」
加藤与五郎 
（東京工業大学教授）
権利である以上保護は当然であり、発明家自身による特許実施は困難である
から「濫リニ収用ヤ強制実施ノ手段ニ訴ヘマスナラバ優秀ナル発明考案ノ出
現ハ到底之ヲ期シ得ナイ」
佐野利器 
（日本技術協会）
現行制度の「個人主義、自由主義思想ニ立脚シタ考ヘ方」は今日許されず、「権
利ノ保護ト社会公共ノ利益トノ調和ヲ得ル様ナ制度」へと改正すべき
企
業
関
係
者
石川一郎 
（日産化学工業株式会社）
不実施の外国特許は簡易に取消可能とし、権利収用については手続を簡易化
して「相当ノ補償」の下に実施し、特許プール制も考慮すべきだが、「利潤ヲ統
制スル結果優秀ナ発明考案ノ出現ヲ阻害致スコトノ無イ様」対策すべき
馬場粂夫 
（株式会社日立製作所）
審査・審判能率の増進、発明工業化の推進、「軍ノ活動ヲ掣肘スル」外国特許に
加えて「我国産業ノ発達ヲ阻害シテ居ル様ナモノ」も収用すべき
丹羽保次郎 
（日本電気株式会社）
空文化した特許権の取消・収用・強制実施等を簡易化し、その適用範囲を軍事・
公益上に加え「産業上必要アル場合」に拡張すべきだが、統制規程は「個人ノ利
益ヲモ保護スルト云フ様ニ運用」し「発明ノ奨励、発明者ノ保護」に配慮すべき
大島義清 
（帝国燃料株式会社）
権利保護に「力ヲ注ギ過ギタ為」に「工業力ノ発展」が阻害され、権利附与過程
で「字句ノ上ニ於テノミ内容ガ判定」されることで「発明奨励ノ美名ノ下ニ於
テ個人ノ権利ガ過度ノ保護ヲ受ケ」ており、収用手続を明確化すべき
松縄信太 
（東邦産業研究所長）
優秀発明の国家援助、発明収用手続の簡易化、未実施特許権の積極的取消、広
範囲の特許権請求の規制、等を行なうべき
正木良一 
（三菱電機株式会社）
発明自体よりも工業的活用の奨励に重点をおくべきであり、独占的権利は制
限して、軍事・公益目的の特許権実施を容易化すべきだが「必要ノ限度ヲ超エ
テ権利者ヲ害スルコトノナイ様ニ」すべき
木村介次 
（藤倉電線株式会社）
「国家本位公益優先ノ全体主義的思潮」が世界的となった以上、特許制度も「亦
斯カル思潮ノ洗礼ヲ受クベキ」、審議会設置や特許プール制等により「国家公
益ニ必要ナル」特許の収用実施を容易化し、外国特許出願公告を迅速化すべき
斯波孝四郎 
（三菱重工業株式会社）
特許保護は「往々厚キニ過ギル為却ツテ工業ノ発展ヲ阻害シテ居ル」が、「外国
ノ特許ヲ排斥スベシト云フ様ナ議論」は、海外技術の導入を阻み産業発達に反
する「間違ツタ考ヘ」
軍
関
係
者
多田礼吉 
（陸軍技術本部長）
陸軍内には特許制度自体の廃止論者も存在するが、軍中央としては「大局カラ
看テ斯様ナ議論ニハ賛成シナイ」。しかし、兵器関係発明の特殊性への考慮、審
査・審判における軍事関連発明の統制・保護、国内外への特許移転統制、権利存
続期間の短縮、外国人出願の審査に「適当ナル手心ヲ加ヘ」て「我国ニ有利ナ結
果ヲ得ル」こと、等を要望
福間忠戩 
（海軍艦政本部第五部長）
実用価値のない特許・実用新案の防止、必要に応じた国家命令による企業への
実施権付与、特許収用令の手続簡易化
ま
た
、
四
〇
年
の
河
崎
文
殊
次
郎
（
特
許
局
技
師
）
に
よ
る
論
考
は
、
特
許
法
本
来
の
意
義
で
あ
る
「
産
業
技
術
の
向
上
に
依
る
産
業
振
興
」
を
妨
げ
て
い
る
の
が
、「
技
術
に
関
す
る
無
理
解
」
に
起
因
し
た
「
一
種
の
登
録
税
法
制
又
は
産
業
保
健
制
度
」
と
し
て
の
側
面
で
あ
り
、
制
度
改
正
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
弊
害
を
清
算
す
べ
し
、
と
主
張
し
た）（（
（
。
以
上
の
よ
う
な
特
許
制
度
の
技
術
政
策
的
側
面
を
強
調
す
る
思
想
は
、
一
定
期
間
の
私
権
保
護
と
、
そ
の
後
の
技
術
情
報
開
示
に
よ
る
産
業
振
興
と
い
う
同
制
度
の
二
側
面
の
う
ち
、
後
者
を
優
位
に
置
く
こ
と
で
「
公
益
性
」
に
配
慮
し
た
制
度
改
正
を
正
当
化
史
観
第
一
七
八
冊
六
す
る
論
理
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
日
中
戦
争
期
に
再
活
発
化
し
た
技
術
者
運
動
に
お
け
る
「
法
科
」
へ
の
批
判
意
識
と
共
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
と
対
米
英
関
係
の
悪
化
に
伴
い
海
外
技
術
輸
入
が
杜
絶
し
た
こ
と
で
、
旧
来
的
な
特
許
制
度
の
運
用
の
み
に
よ
る
発
明
奨
励
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
、
技
術
官
僚
の
危
機
意
識
が
指
摘
で
き
よ
う
。
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
思
想
は
、
実
際
の
審
議
過
程
に
ど
う
影
響
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
制
度
調
査
会
の
特
徴
は
、
発
明
協
会
・
弁
理
士
会
・
商
工
会
議
所
等
を
諮
問
対
象
と
す
る
に
留
ま
っ
た
旧
来
の
改
正
審
議
と
異
な
り
、
審
議
に
先
立
っ
て
企
業
・
学
術
・
陸
海
軍
関
係
者
か
ら
参
考
意
見
を
聴
取
し
た
点
に
あ
っ
た
。
以
下
、
彼
ら
の
論
説
概
要
を
「
公
開
」
と
の
関
連
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
表
（
よ
り
、
技
術
者
団
体
代
表
は
技
術
政
策
確
立
の
観
点
か
ら
制
度
の
「
私
権
重
視
」
性
を
批
判
し
て
積
極
的
な
改
正
を
求
め
、
電
機
を
中
心
と
し
た
産
業
関
係
者
の
間
に
は
現
行
制
度
の
「
外
国
優
遇
」
性
打
破
を
望
む
声
が
存
在
し
た
と
い
え
る
一
方
で
、
権
利
動
員
の
簡
易
化
が
「
発
明
奨
励
」
を
掣
肘
す
る
と
の
慎
重
論
も
、
主
に
外
国
技
術
導
入
に
積
極
的
な
財
閥
系
企
業
の
関
係
者
か
ら
出
現
じ
た
。
そ
し
て
軍
部
は
特
許
制
度
の
大
枠
を
認
め
た
も
の
の
、
制
度
運
用
に
お
け
る
工
業
動
員
へ
の
「
考
慮
」
を
求
め
た
と
い
え
よ
う
。
各
改
正
点
の
具
体
的
審
議
を
み
れ
ば
、
権
利
の
公
用
徴
収
に
関
し
て
は
、
戦
時
緊
急
の
問
題
に
は
特
別
法
制
定
で
対
応
す
べ
き
と
の
議
論
も
出
現
し
た
が
、
徴
収
制
度
の
強
化
自
体
は
ほ
ぼ
無
反
対
で
決
定
さ
れ
た
。
一
方
で
「
公
開
」
を
目
的
と
し
た
出
願
制
度
の
変
革
に
つ
い
て
は
、「
大
正
一
〇
年
法
」
に
特
有
で
あ
っ
た
出
願
公
告
制
度
の
廃
止
問
題
、
出
願
内
容
の
公
示
問
題
を
巡
り
、
激
し
い
議
論
が
戦
わ
さ
れ
た）（（
（
。
そ
し
て
四
〇
年
末
の
答
申
で
は
、
審
査
・
審
判
事
務
の
促
進
策
に
つ
い
て
は
、
①
特
許
局
職
員
の
増
加
が
戦
時
下
で
は
困
難
と
の
理
由
も
あ
っ
て
三
審
制
の
廃
止
が
決
定
し
た
。
次
に
②
出
願
公
告
制
度
に
関
し
て
も
実
効
の
薄
さ
を
理
由
に
廃
止
が
構
想
さ
れ
た
が
、
弁
理
士
会
等
の
反
対
論
を
受
け
、
実
用
新
案
・
商
標
の
場
合
の
み
の
廃
止
と
制
度
の
簡
易
化
に
止
ま
っ
た
。
同
様
に
、
③
「
公
開
」
促
進
の
た
め
の
出
願
内
容
公
示
に
つ
い
て
も
反
対
論
に
配
慮
し
、
氏
名
等
の
基
本
的
事
項
の
公
表
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
権
利
の
公
用
徴
収
・
実
施
促
進
に
関
し
て
は
、
①
特
許
収
用
令
の
運
用
簡
易
化
と
国
家
総
動
員
法
と
の
調
整
を
求
め
た
準
備
協
議
会
多
数
説
を
発
展
さ
せ
る
形
で
、
収
用
し
た
権
利
を
民
間
に
も
実
施
可
能
と
し
、
②
権
利
不
実
施
是
正
の
た
め
強
制
実
施
の
条
件
緩
和
が
決
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
権
利
存
続
期
間
に
関
し
て
も
、
①
起
算
方
法
変
更
に
よ
る
外
国
人
特
許
規
制
、
②
権
利
独
占
を
防
ぐ
た
め
の
実
用
新
案
の
存
続
期
間
短
縮
、
な
ど
が
答
申
さ
れ
た）（（
（
。
し
か
し
、
商
工
省
は
同
方
針
に
よ
る
改
正
案
の
議
会
提
出
を
試
み
た
も
の
の）（（
（
、
後
述
の
よ
う
に
四
一
年
の
国
家
総
動
員
法
改
正
と
の
関
日
中
戦
争
期
の
産
業
統
制
と
「
技
術
統
制
」
七
連
か
ら
、
結
局
正
式
審
議
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
四
　「
旧
来
的
」
工
業
所
有
権
制
度
へ
の
批
判
増
大
一
方
で
四
一
年
後
半
か
ら
、
特
許
局
と
「
旧
来
的
な
」
特
許
制
度
へ
の
批
判
は
一
層
過
熱
し
た
。
そ
の
代
表
例
は
同
年
五
～
六
月
の
「
人
工
ラ
ジ
ウ
ム
」
事
件
で
あ
り
、
竹
内
時
男
東
工
大
教
授
の
特
許
出
願
取
消
を
め
ぐ
り
、
特
許
審
査
・
審
判
の
曖
昧
さ
や
「
非
効
率
性
」
が
激
し
く
批
判
さ
れ
た）（（
（
。
だ
が
注
意
す
べ
き
は
、「
大
正
一
〇
年
法
」
の
理
念
に
基
づ
け
ば
、
同
審
査
は
不
当
と
い
い
切
れ
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
同
法
の
下
で
出
願
内
容
に
不
明
点
が
存
在
し
た
場
合
、
審
査
官
は
可
能
な
限
り
出
願
を
受
理
し
、
不
備
が
存
在
し
た
場
合
は
抗
告
審
判
で
争
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た）（（
（
が
、
逆
に
こ
う
し
た
措
置
自
体
が
、「
自
由
主
義
的
」
な
欠
陥
と
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
時
期
の
報
道
で
は
、
特
許
局
審
査
官
が
「
書
類
の
上
ば
か
り
の
勉
強
」
を
し
て
「
技
術
の
実
際
」
を
把
握
で
き
ず
、
同
局
首
脳
部
は
「
技
術
を
知
ら
な
い
事
務
官
系
統
の
人
達
」
が
占
め
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
退
嬰
性
や
「
国
策
に
副
ふ
や
う
な
指
導
方
針
」
の
不
在
が
糾
弾
さ
れ
た）（1
（
。
ま
た
学
界
・
実
業
界
の
提
案
に
も
、
審
査
期
間
の
短
縮
や
審
査
員
の
再
教
育
と
並
び
、「
直
ち
に
工
業
化
出
来
得
る
も
の
」
の
み
の
審
査
や
「
外
国
人
の
優
遇
」
方
針
の
転
換
と
い
っ
た
制
度
改
正
案
が
並
ん
だ）（（
（
。
す
な
わ
ち
制
度
運
用
の
非
効
率
性
へ
の
批
判
と
結
合
す
る
形
で
、
制
度
の
「
私
権
重
視
」
性
が
批
判
さ
れ
、
両
者
の
「
改
革
」
が
同
列
の
も
の
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
章
　
日
中
戦
争
下
の
重
要
産
業
に
お
け
る
産
業
統
制
組
織
と
「
技
術
公
開
」
本
章
で
は
、
三
九
年
末
か
ら
四
一
年
末
の
重
要
産
業
に
お
け
る
業
界
統
制
団
体
の
形
成
・
変
遷
と
、「
技
術
統
制
」
の
関
連
性
を
検
討
す
る
。
分
析
対
象
に
は
、
製
造
事
業
法
中
に
強
力
な
技
術
関
連
条
項
が
盛
り
込
ま
れ
た
産
業
機
械
、
化
学
工
業
中
で
も
最
も
早
期
に
「
公
開
」
が
開
始
さ
れ
た
硫
安
と
、
技
術
プ
ー
ル
制
が
唯
一
採
用
さ
れ
た
人
造
石
油
（
人
石
）、
他
業
種
に
先
ん
じ
て
統
制
会
が
設
置
さ
れ
た
鉄
鋼
、
航
空
機
生
産
に
不
可
欠
な
ア
ル
ミ
、
の
各
産
業
を
選
択
す
る
。
そ
の
際
に
本
稿
が
注
目
す
る
の
は
、
①
各
技
術
審
議
組
織
の
設
置
過
程
と
、
②
同
組
織
内
に
お
け
る
「
公
開
」
構
想
の
特
徴
お
よ
び
そ
の
限
界
、
の
両
点
で
あ
る
。
一
　
産
業
機
械
工
業
に
お
け
る
「
公
開
」
と
重
要
機
械
製
造
事
業
法
商
工
省
は
、
大
戦
勃
発
に
伴
う
産
業
機
械
の
輸
入
杜
絶
対
策
と
し
て
共
同
研
究
に
よ
る
国
産
化
と
、
海
外
特
許
の
買
収
を
計
画
し
た
が
、
先
述
の
信
託
会
社
に
よ
る
統
一
的
「
公
開
」
機
構
設
置
が
頓
挫
し
た
こ
と
で
、
業
種
別
工
組
を
通
し
た
「
公
開
」
を
個
別
的
に
模
索
史
観
第
一
七
八
冊
八
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た）（（
（
。
さ
ら
に
、
本
来
各
工
組
間
を
連
絡
・
調
整
す
べ
き
日
本
機
械
製
造
工
業
組
合
聯
合
会
（
機
械
工
聯
）
技
術
委
員
会
の
活
動
は
、
資
材
関
係
の
副
次
的
検
討
に
留
ま
り
、
生
産
技
術
自
体
の
「
公
開
」
は
僅
少
で
あ
っ
た）（（
（
。
そ
れ
で
も
鉱
山
機
以
外
の
分
野
、
一
例
と
し
て
化
学
機
械
に
お
い
て
も
輸
入
機
国
産
化
の
た
め
、
技
術
委
員
会
に
よ
る
機
械
製
造
者
と
利
用
者
の
「
技
術
の
交
流
」、
両
者
の
相
互
研
究
理
解
を
目
指
す
全
国
的
現
地
技
術
会
議
の
実
施
な
ど
が
、
同
省
指
導
下
で
構
想
さ
れ
た）（（
（
。
加
え
て
商
工
省
は
四
一
年
八
月
に
、
前
年
設
立
の
鉱
山
機
械
優
良
化
委
員
会
に
続
く
、
官
民
関
係
者
を
網
羅
し
た
産
業
機
械
種
別
優
良
化
委
員
会
の
設
置
を
計
画
す
る
。
こ
れ
は
規
格
統
一
、
材
質
・
設
計
研
究
、
輸
入
機
械
の
国
産
化
と
技
術
水
準
向
上
を
目
的
と
し
、
重
要
機
械
全
般
へ
の
設
置
推
進
が
求
め
ら
れ
た）（（
（
。
し
か
し
製
鉄
機
械
分
野
へ
の
同
委
員
会
設
置
は
、
機
械
統
制
会
の
設
立
形
態
を
巡
る
混
乱
に
伴
い
、
統
一
的
機
械
統
制
会
の
設
立
頓
挫
に
よ
っ
て
産
業
機
械
統
制
会
が
成
立
し
た
後
の
四
二
年
ま
で
遅
延
し
た）（（
（
。
一
方
で
法
的
統
制
面
を
み
れ
ば
、
四
一
年
制
定
の
重
要
機
械
製
造
事
業
法
は
、
そ
れ
以
前
の
産
業
別
製
造
事
業
法
に
比
べ
、
重
要
機
械
の
設
計
図
の
融
通
な
ど
「
公
開
」
へ
の
協
力
や
、
規
格
の
強
制
実
施
を
含
む
、
極
め
て
強
力
な
政
府
命
令
を
許
可
し
て
い
た
。
法
案
に
対
し
て
業
者
側
は
「
技
術
の
向
上
発
明
心
を
阻
害
す
る
惧
れ
」
と
「
各
社
間
に
於
け
る
利
害
関
係
対
立
に
よ
る
生
拡
障
碍
」
を
理
由
に
難
色
を
示
し
、
機
械
工
聯
・
業
種
別
工
聯
系
技
術
委
員
会
の
統
合
な
ど
「
現
有
設
備
能
力
を
基
礎
と
し
た
暫
定
対
策
」
を
要
望
、
政
府
も
「
公
開
」
へ
の
補
償
を
言
明
す
る）（（
（
。
だ
が
法
案
審
議
過
程
で
は
、
①
補
償
基
準
は
一
概
に
設
定
し
難
く
具
体
的
表
明
は
困
難
で
あ
り
、
②
条
文
中
に
具
体
的
報
奨
制
度
は
規
定
さ
れ
ず
、
今
後
の
考
究
に
委
ね
る）（（
（
と
い
う
、
同
法
に
よ
る
補
償
の
不
明
確
な
内
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
同
法
成
立
の
段
階
で
工
業
所
有
権
は
統
制
の
対
象
外
と
さ
れ
た）（（
（
が
、
こ
れ
は
後
述
の
総
動
員
法
改
正
で
、
特
許
「
公
開
」
を
個
別
の
事
業
法
に
盛
り
込
む
必
要
が
消
失
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
二
　
鉄
鋼
業
に
お
け
る
「
公
開
」
―
特
殊
鋼
と
製
鋼
・
製
銑
を
中
心
に
―
兵
器
製
造
に
不
可
欠
な
特
殊
鋼
の
統
制
を
み
れ
ば
、
そ
の
製
造
技
術
の
向
上
・
自
給
に
は
、
百
数
十
に
及
ぶ
製
造
業
者
の
乱
立
に
よ
る
技
術
水
準
不
均
衡
か
ら
の
脱
却
が
必
要
で
あ
っ
た）（1
（
。
三
九
年
に
は
航
空
機
用
高
級
特
殊
鋼
の
生
産
不
足
対
策
と
し
て
、
商
工
省
主
導
で
官
・
民
の
技
術
者
・
経
営
者
を
網
羅
し
た
技
術
委
員
会
の
設
置
に
よ
る
①
各
社
の
技
術
・
設
備
調
査
と
産
出
製
品
種
目
の
決
定
、
②
商
工
省
嘱
託
技
術
指
導
員
の
工
場
出
張
が
構
想
さ
れ
た）（（
（
。
し
か
し
同
委
員
会
の
設
置
は
、
並
行
し
て
進
行
中
の
「
特
殊
鋼
分
科
会
」
構
想
に
抵
触
し
た
た
め
同
会
に
移
管
さ
れ）（（
（
、
以
降
の
活
動
は
不
明
と
な
る
。
日
中
戦
争
期
の
産
業
統
制
と
「
技
術
統
制
」
九
四
一
年
三
月
に
は
特
殊
鋼
の
公
定
価
格
決
定
と
対
日
屑
鉄
禁
輸
を
受
け
、
商
工
省
内
に
あ
ら
た
め
て
特
殊
鋼
技
術
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る）（（
（
。
同
委
員
会
の
業
務
は
、
①
「
公
開
」
と
製
造
工
場
へ
の
技
術
指
導
、
②
高
級
特
殊
鋼
の
国
産
化
推
進
、
③
製
造
工
場
の
専
門
化
、
④
代
用
鋼
の
研
究
と
添
加
元
素
自
給
方
策
の
確
定
、
の
諸
点
で 
あ
っ
た）（（
（
。
だ
が
同
委
員
会
は
、
企
業
側
参
加
者
が
社
長
・
重
役
級
に
限
定
さ
れ
「
現
実
性
が
少
な
い
」
点
、
軍
需
品
を
対
象
と
す
る
た
め
成
果
が
一
般
公
表
さ
れ
な
い
点
が
問
題
視
さ
れ
、
活
動
が
停
滞
し
た
。
そ
れ
故
に
商
工
省
は
、
よ
り
「
実
際
的
」
な
技
術
調
査
研
究
機
関
の
設
立
と
「
公
開
」
制
度
の
確
立
を
検
討
し
、
四
二
年
に
は
各
工
場
の
技
術
委
員
に
よ
る
「
特
殊
鋼
製
造
技
術
研
究
会
」
の
設
立
が
決
定
さ
れ
る
）
（（
（
。
し
か
し
結
局
は
特
殊
鋼
製
造
技
術
委
員
会
が
四
三
年
末
に
再
開
さ
れ
、
技
術
指
導
を
再
推
進
し
て
い
く）（（
（
。
他
方
、
鉄
鋼
業
総
体
の
協
議
団
体
で
あ
っ
た
鉄
鋼
連
盟
に
よ
る
技
術
懇
談
会
の
設
置
も
、
対
日
屑
鉄
禁
輸
に
伴
う
原
料
問
題
の
深
刻
化
が
契
機
で
あ
っ
た
。
同
懇
談
会
は
、
①
製
鋼
過
程
で
屑
鉄
に
依
存
し
な
い
ト
ー
マ
ス
転
炉
法
の
研
究
、
②
既
存
の
平
炉
製
鋼
法
の
銑
鉄
・
屑
鉄
比
率
の
改
善
、
③
各
社
の
製
造
能
力
把
握
、
④
原
料
の
量
的
不
足
・
質
的
低
下
・
労
力
不
足
へ
の
対
策
、
等
を
設
置
目
的
と
し
た
。
四
〇
年
一
一
月
、
鉄
鋼
連
盟
は
商
工
省
の
慫
慂
に
よ
り
官
民
関
係
者
を
召
集
し
、
製
鋼
・
銑
鉄
両
分
野
で
技
術
懇
談
会
を
開
催
し
た
。
製
鋼
部
会
で
は
、
ト
ー
マ
ス
法
の
採
用
可
否
を
検
討
し
、
昭
和
製
鋼
等
三
社
に
よ
る
同
法
採
用
を
受
け
て
、
日
本
鋼
管
・
日
鉄
に
よ
る
同
法
の
実
施
成
績
・
研
究
結
果
を
発
表
し
て
い
る）（（
（
。
ま
た
銑
鉄
部
会
で
は
、
溶
鉱
炉
作
業
能
率
の
改
善
策
と
し
て
、
各
社
設
備
の
型
式
・
能
力
・
作
業
状
況
と
設
備
拡
張
計
画
が
報
告
検
討
さ
れ
、
鉄
鉱
石
・
石
炭
の
質
的
低
下
に
対
応
し
た）（（
（
。
こ
う
し
て
聯
盟
解
散
ま
で
、
製
銑
（
銑
鉄
）
部
会
（
計
二
回
）、
製
鋼
部
会
（
計
四
回
）
等
の
分
野
別
技
術
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た）（（
（
。
さ
ら
に
設
置
根
拠
た
る
重
要
産
業
団
体
統
制
令
の
施
行
に
先
立
ち
、
四
一
年
四
月
に
結
成
さ
れ
た
鉄
鋼
統
制
会
で
は
、
鉄
鋼
聯
盟
の
技
術
対
策
を
継
承
し
て
「
公
開
」
を
推
進
し
た
。
同
年
七
月
初
頭
の
同
統
制
会
理
事
会
で
は
「
公
開
」
策
と
し
て
、
①
全
国
の
製
鉄
工
場
の
能
力
・
設
備
調
査
、
②
技
術
部
に
よ
る
欠
陥
技
術
設
備
へ
の
改
良
慫
慂
、
③
不
良
工
場
へ
の
技
術
指
導
、
等
が
決
定
さ
れ
る）（1
（
。
こ
れ
を
受
け
て
四
一
年
度
中
に
、
①
製
鉄
技
術
者
緊
急
会
議
、
②
平
炉
部
会
、
③
熔
鉱
炉
焼
結
事
項
会
議
、
④
圧
延
部
会
、
⑤
厚
板
技
術
部
会
、
⑥
製
鋼
用
鋳
型
ロ
ー
ル
審
査
委
員
会
、
の
六
事
業
が
実
施
さ
れ
、
原
料
・
副
原
料
・
資
材
・
労
働
力
不
足
へ
の
対
策
が
討
議
さ 
れ
た）（（
（
。
特
殊
鋼
統
制
に
お
け
る
「
公
開
」
停
滞
の
一
因
と
し
て
は
、
業
者
の
乱
立
に
伴
う
多
種
多
様
な
生
産
方
式
・
設
備
に
対
し
「
簡
単
な
る
工
場
見
学
程
度
の
技
術
公
開
に
よ
つ
て
全
般
的
品
質
の
向
上
を
図
る
史
観
第
一
七
八
冊
一
〇
こ
と
は
望
み
得
ら
れ
ぬ
処
」
で
あ
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う）（（
（
。
他
方
で
鉄
鋼
聯
盟
・
鉄
鋼
統
制
会
は
、
対
日
屑
鉄
禁
輸
を
契
機
と
し
、
他
業
種
に
比
し
て
急
速
か
つ
網
羅
的
な
技
術
審
議
組
織
の
形
成
に
成
功
し
た
。
し
か
し
対
策
審
議
へ
の
注
力
は
、
必
ず
し
も
原
料
問
題
の
好
転
を
意
味
し
な
い
。
井
村
竹
市
（
鉄
鋼
統
制
会
技
術
部
長
）
が
、
原
料
の
質
的
低
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
産
保
持
を
要
求
す
る
発
想
自
体
、
「
は
な
は
だ
無
理
な
注
文
」
で
あ
っ
た
、
と
戦
後
回
想
し
て
い
る）（（
（
点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
三
　
化
学
工
業
に
お
け
る
「
公
開
」
―
硫
安
と
人
造
石
油
を
中
心
に
―
硫
安
工
業
で
は
農
林
省
の
指
導
下
で
、
硫
安
製
造
業
組
合
増
産
協
議
会
を
主
軸
と
し
た
「
公
開
」
が
四
〇
年
六
月
か
ら
開
始
さ
れ
る）（（
（
。
こ
れ
は
加
盟
各
社
の
首
脳
技
術
者
を
各
工
場
へ
定
期
出
張
さ
せ
、
生
産
増
加
の
技
術
的
検
討
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
合
成
装
置
・
合
成
用
触
媒
の
故
障
減
少
、
修
理
補
修
の
迅
速
化
と
い
っ
た
製
造
技
術
の
向
上
や
中
小
工
場
の
成
績
改
善
が
報
告
さ
れ
、
四
一
年
初
頭
の
段
階
で
硫
安
の
生
産
量
減
少
が
停
止
し
た
点）（（
（
を
勘
案
す
れ
ば
、
先
行
研
究
の
指
摘
通
り
、
同
工
業
に
お
け
る
「
公
開
」
は
一
応
の
成
果
を
挙
げ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
各
社
と
も
、
海
外
特
許
導
入
に
よ
り
技
術
基
盤
を
形
成
し
て
い
る
関
係
上
、
画
一
的
な
技
術
対
策
は
不
可
能
な
た
め
、
当
面
は
各
委
員
が
「
経
験
な
り
、
体
得
し
た
技
術
を
披
瀝
公
開
し
て
参
考
に
供
す
る
」
程
度
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た）（（
（
。
さ
ら
に
「
公
開
」
へ
の
障
害
と
し
て
は
以
下
の
諸
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。
①
経
営
者
層
の
外
国
技
術
崇
拝
と
無
償
「
公
開
」
へ
の
反
発
の
強
さ
、
②
報
償
金
額
の
合
意
が
困
難
、
③
「
公
開
」
に
は
農
林
省
の
助
成
金
を
盾
に
し
た
強
制
が
必
要
、
④
技
術
の
交
換
と
い
う
建
前
を
と
っ
て
も
技
術
格
差
か
ら
一
方
的
指
導
に
な
る
場
合
が
あ
る
、
⑤
実
施
許
可
範
囲
や
生
産
量
の
限
定
な
ど
、
海
外
特
許
実
施
契
約
に
よ
る
「
公
開
」
制
限
が
存
在
す
る）（（
（
、
な
ど
で
あ
る
。
他
方
で
、
人
石
分
野
で
は
、
最
も
系
統
的
な
技
術
管
理
形
態
と
さ
れ
る
「
技
術
プ
ー
ル
」
の
設
置
を
み
た
。
三
九
年
結
成
の
人
石
事
業
技
術
組
合
は
、
帝
国
燃
料
興
業
（
帝
燃
）
等
、
日
・
満
の
人
石
会
社
一
五
社
が
加
盟
し
、
各
社
の
技
術
内
容
と
内
外
技
術
資
料
の
蒐
集
整
備
・
情
報
普
及
等
に
よ
る
、
技
術
の
相
互
採
用
と
斡
旋
実
施
を
企
図
し
た
。
同
組
合
で
は
「
技
術
の
機
密
保
持
の
建
前
」
か
ら
無
条
件
公
開
制
を
否
定
し
、「
公
開
」
は
会
社
間
の
相
互
契
約
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た）（（
（
。
ま
た
、
四
一
年
六
月
に
は
人
石
製
造
に
関
す
る
政
府
所
有
の
特
許
権
に
つ
き
、
帝
燃
に
よ
る
統
一
的
な
実
施
斡
旋
が
決
定
さ
れ
て
い
る）（（
（
。
し
か
し
同
工
業
を
モ
デ
ル
と
し
た
技
術
プ
ー
ル
制
は
「
公
開
」
の
理
想
形
と
し
て
期
待
さ
れ
た
も
の
の
、
他
業
種
へ
の
適
用
は
容
易
で
日
中
戦
争
期
の
産
業
統
制
と
「
技
術
統
制
」
一
一
は
な
か
っ
た
。
一
例
と
し
て
は
有
機
合
成
事
業
法
公
布
を
受
け
た
四
〇
年
末
に
、
振
興
会
社
か
ら
の
技
術
者
派
遣
と
共
に
研
究
成
果
を
各
工
場
が
利
用
可
能
と
し
、
各
社
製
造
装
置
を
同
社
に
一
元
化
す
る
「
帝
国
有
機
合
成
事
業
振
興
株
式
会
社
法
案
」
が
構
想
さ
れ
る
。
同
案
は
翌
四
一
年
九
月
に
「
化
学
工
業
振
興
会
社
」
構
想
へ
と
発
展
し
、
先
述
の
特
徴
に
加
え
て
民
間
企
業
へ
の
実
施
権
付
与
の
た
め
、
総
動
員
法
・
特
許
法
の
発
動
か
新
法
令
を
公
布
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た）（1
（
。
だ
が
当
時
進
行
中
の
戦
時
産
業
振
興
財
団
構
想
と
の
重
複
に
加
え
、
日
本
学
術
振
興
会
（
学
振
）
と
財
界
の
慎
重
論
を
受
け
、
同
構
想
は
結
局
議
会
未
提
出
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
研
究
中
の
技
術
を
一
律
に
統
合
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
技
術
進
歩
を
阻
害
す
る
と
学
振
が
懸
念
し
、
財
界
は
「
帝
国
燃
料
興
業
の
如
き
存
在
で
あ
れ
ば
特
殊
技
術
に
対
し
て
の
金
融
斡
旋
及
び
政
府
と
の
媒
介
に
寄
与
す
る
処
極
め
て
少
い
」
と
評
価
を
下
し
た）（（
（
点
は
、
帝
燃
型
の
振
興
会
社
設
置
が
抱
え
た
問
題
点
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
四
　
軽
金
属
工
業
に
お
け
る
「
公
開
」
―
ア
ル
ミ
工
業
を
中
心
に
―
当
初
ア
ル
ミ
工
業
で
技
術
審
議
を
担
う
と
目
さ
れ
た
の
は
、
四
〇
年
五
月
結
成
の
ア
ル
ミ
懇
話
会
で
あ
り
、
関
係
主
要
工
組
と
軍
・
官
・
学
の
研
究
者
を
会
員
と
し
た
。
し
か
し
同
会
の
統
制
力
の
低
さ
は
、
当
初
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。
陸
軍
は
当
初
、
強
力
な
技
術
研
究
機
関
の
設
立
を
求
め
た
が
、「
未
だ
混
沌
た
る
状
態
」
な
業
界
へ
の
計
画
実
施
は
時
期
尚
早
と
の
反
対
論
を
受
け
、
業
者
間
の
親
睦
機
関
と
し
て
同
会
を
設
置
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
原
材
料
配
給
を
担
当
す
る
帝
国
ア
ル
ミ
統
制
会
社
が
「
業
界
の
指
導
統
制
機
関
た
る
性
質
」
を
持
つ
に
つ
れ
、
同
社
と
「
充
分
な
機
能
を
発
揮
す
る
に
至
つ
て
な
い
」
懇
話
会
の
事
業
分
担
が
問
題
化
し
た）（（
（
。
そ
し
て
同
工
業
の
「
公
開
」
は
、
帝
国
ア
ル
ミ
を
中
心
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
く
。
同
社
は
四
一
年
四
月
、
①
電
力
・
原
材
料
計
量
法
の
統
一
、
②
原
料
標
準
所
要
の
調
査
、
③
設
備
能
力
の
算
定
、
の
三
点
に
関
し
て
、
各
社
の
技
術
・
設
備
「
公
開
」
を
審
議
し
、
同
年
七
月
に
は
①
報
償
方
法
、
②
報
償
基
金
プ
ー
ル
設
置
、
③
技
術
交
流
・
工
場
開
放
等
の
実
施
時
期
、
④
輸
入
特
許
処
理
方
法
、
等
に
つ
き
各
メ
ー
カ
ー
に
回
答
を
求
め
、
成
案
の
作
成
を
試
み
た）（（
（
。
こ
う
し
た
「
公
開
」
案
は
、
①
帝
国
ア
ル
ミ
に
よ
る
斡
旋
仲
介
、
②
各
社
が
事
前
に
必
要
技
術
を
申
告
し
、
保
有
者
の
供
与
拒
否
を
不
可
能
と
す
る
、
③
必
要
事
項
処
理
の
た
め
軍
官
民
に
よ
る
委
員
会
を
設
置
す
る
、
の
三
点
が
骨
子
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
委
員
会
は
法
的
に
は
帝
国
ア
ル
ミ
の
諮
問
機
関
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
強
制
的
な
委
員
召
集
や
調
査
の
施
行
は
不
可
能
で
あ
り
、「
完
全
な
調
査
や
技
術
交
流
は
出
来
ず
之
の
成
果
も
期
待
出
来
な
い
」
と
批
判
を
受
け
た）（（
（
。
四
一
年
一
一
月
に
は
帝
国
ア
ル
ミ
の
帝
国
軽
金
属
統
制
会
社
へ
の
史
観
第
一
七
八
冊
一
二
改
編
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
軽
金
属
統
制
会
の
設
立
は
一
時
中
止
さ
れ
、
統
制
機
構
の
権
限
問
題
は
一
旦
棚
上
げ
と
な
る
。
し
か
し
国
産
原
料
へ
の
転
換
問
題
等
か
ら
「
ど
う
し
て
も
法
的
な
技
術
公
開
制
度
が
必
要
」
な
た
め
、
同
社
は
「
確
立
要
綱
」
を
根
拠
と
し
た
法
的
制
度
成
立
に
期
待
し
つ
つ
、
四
二
年
初
め
の
報
償
規
程
実
施
を
目
指
し
自
主
的
な
研
究
を
続
行
し
た）（（
（
が
、
そ
の
成
立
は
統
制
会
設
置
後
の
四
三
年
ま
で
遅
延
し
た
。
以
上
よ
り
、
工
組
・
統
制
会
社
等
、
日
中
戦
争
期
の
産
業
統
制
団
体
は
、
所
掌
す
る
原
材
料
配
給
以
外
の
分
野
で
あ
る
技
術
問
題
に
対
し
、
統
制
権
限
の
法
的
な
欠
如
が
問
題
視
さ
れ
、
技
術
審
議
組
織
の
形
成
自
体
は
達
成
し
た
も
の
の
、
本
格
的
な
「
公
開
」
制
度
の
確
立
に
は
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
第
三
章
　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
開
戦
直
前
に
お
け
る
「
公
開
」
と
技
術
統
制
構
想
一
「
科
学
技
術
新
体
制
」
構
想
に
お
け
る
「
技
術
統
制
」
と
「
技
術
公
開
」
本
節
で
は
新
体
制
運
動
下
か
ら
四
一
年
末
の
対
米
英
開
戦
直
前
に
至
る
、
企
画
院
と
商
工
省
、
双
方
の
技
術
政
策
構
想
に
お
け
る
「
公
開
」
構
想
の
変
遷
を
検
討
し
て
い
く
。「
確
立
要
綱
」
中
に
お
け
る
「
技
術
国
家
管
理
」
構
想
の
変
遷
は
先
行
研
究
で
も
検
討
さ
れ
て
い
る
）
（（
（
が
、
本
稿
が
注
目
す
る
の
は
、「
確
立
要
綱
」
本
文
の
表
現
に
留
ま
ら
な
い
、
各
時
期
に
お
け
る
「
公
開
」
の
具
体
策
と
、
特
許
制
度
を
含
む
各
統
制
法
規
と
の
関
係
性
で
あ
る
。
ま
ず
企
画
院
に
よ
る
科
学
技
術
新
体
制
構
想
を
み
れ
ば
、
四
〇
年
八
月
時
点
の
「
技
術
国
家
管
理
」
に
お
け
る
「
技
術
統
制
」
論
は
、
利
潤
統
制
策
と
し
て
の
「
公
開
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
①
技
術
輸
出
入
の
統
制
、
②
海
外
技
術
依
存
の
抑
制
と
国
産
技
術
に
よ
る
生
産
拡
充
、
③
優
秀
技
術
の
展
開
実
施
・
技
術
の
活
用
改
善
の
指
導
統
制
に
よ
る
技
術
水
準
向
上
、
等
で
構
成
さ
れ
た
。
具
体
策
と
し
て
は
、
法
改
正
に
よ
り
実
施
権
設
定
を
統
制
し
「
技
術
ノ
展
施
義
務
」
を
賦
課
可
能
に
す
る
こ
と
、「
技
術
的
価
値
ニ
重
点
ヲ
置
ク
」
審
査
方
針
の
確
立
、
等
を
挙
げ
、
特
許
権
全
体
に
対
す
る
極
め
て
強
力
な
指
揮
監
督
を
求
め
た）（（
（
。
「
確
立
要
綱
」
策
定
過
程
で
構
想
さ
れ
た
「
工
業
所
有
権
制
度
調
整
法
（
案
）」
を
み
れ
ば
、
特
許
紛
争
の
調
査
・
調
整
と
公
訴
手
続
に
加
え
、
特
許
の
期
間
延
長
・
公
用
徴
収
・
移
転
の
諾
否
・
実
施
権
の
拒
否
と
強
制
実
施
・
紛
擾
調
停
等
に
関
し
「
必
要
ナ
ル
措
置
」
を
技
術
院
が
実
施
可
能
と
し
て
い
る）（（
（
。
無
論
先
行
研
究
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
確
立
要
綱
」
に
お
け
る
当
初
の
「
技
術
国
家
管
理
」
構
想
が
、
産
業
界
の
反
発
に
配
慮
し
「
技
術
ノ
躍
進
方
策
」
に
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
点
は
否
定
し
得
な
い
。
四
〇
年
末
に
は
藤
澤
威
雄
も
、
従
来
は
政
府
も
認
め
て
き
た
日
中
戦
争
期
の
産
業
統
制
と
「
技
術
統
制
」
一
三
技
術
独
占
や
海
外
技
術
導
入
を
「
今
日
に
な
つ
て
悪
い
こ
と
で
も
行
つ
て
居
る
や
う
に
」
み
な
す
矛
盾
を
認
め
る
と
共
に
、
企
画
院
が
「
非
常
に
不
注
意
」
に
「
技
術
統
制
」
の
語
を
使
用
し
て
反
発
を
招
い
た
た
め
「
こ
の
字
は
な
る
べ
く
使
は
な
い
や
う
に
し
た
方
が
い
ゝ
」
と
弁
明
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た）（（
（
。
し
か
し
注
意
す
べ
き
は
、「
確
立
要
綱
」
審
議
中
の
四
一
年
三
月
に
国
家
総
動
員
法
が
改
正
さ
れ
、
同
法
第
一
四
条
が
「
総
動
員
業
務
ニ
従
事
ス
ル
者
」
に
よ
る
他
者
の
特
許
権
実
施
を
認
め
る
と
同
時
に
、
権
利
者
へ
の
損
失
補
償
を
明
記
し
た）（1
（
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
先
述
し
た
制
度
調
査
会
答
申
中
の
「
公
開
」
条
項
が
、
原
案
の
「
軍
事
上
又
ハ
公
益
上
必
要
ア
ル
場
合
」（
平
時
を
含
む
）
か
ら
総
動
員
業
務
の
従
事
者
（
建
前
上
は
戦
時
に
限
定
）
へ
と
適
用
範
囲
を
変
え
つ
つ
も
、
一
応
の
法
的
根
拠
を
得
た
の
で
あ
る）（（
（
。
と
は
い
え
改
正
総
動
員
法
の
具
体
的
手
続
規
程
に
つ
い
て
は
、
四
三
年
の
特
許
発
明
等
実
施
令
制
定
に
至
る
ま
で
決
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
四
一
年
後
半
の
代
表
的
な
規
程
案
と
し
て
は
、
同
年
九
月
に
浮
上
し
た
「
企
業
動
員
令
」
構
想
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
各
種
製
造
事
業
法
関
連
企
業
に
対
し
、
設
計
技
術
の
改
良
・
技
術
者
の
交
流
等
と
共
に
、
他
企
業
に
よ
る
特
許
実
施
を
命
令
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
背
景
に
は
、
従
来
の
「
公
開
」
策
で
は
、
外
国
特
許
に
由
来
す
る
重
化
学
工
業
製
品
の
製
法
開
示
が
「
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
現
状
の
ま
ゝ
で
は
打
開
し
得
な
い
」
と
の
認
識
が
存
在
し
、
総
動
員
法
を
発
動
し
実
際
の
運
用
を
統
制
会
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
が
構
想
さ
れ
た）（（
（
が
、
結
局
は
未
成
立
に
終
わ
っ
て
い
る
。
い
ま
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
報
償
制
が
明
記
さ
れ
て
以
降
の
技
術
統
制
構
想
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
、
①
優
秀
技
術
の
普
及
と
、
②
工
業
所
有
権
の
使
用
、
の
二
点
が
、「
我
国
ニ
テ
ハ
従
来
確
ト
行
ハ
レ
テ
ヰ
ナ
カ
ツ
タ
新
タ
ナ
ル
行
政
事
務
」
で
あ
り
、「
特
定
目
標
ニ
対
ス
ル
研
究
ノ
推
進
ト
ハ
其
ノ
取
扱
ニ
於
テ
異
ニ
ス
ベ
キ
」
と
特
別
視
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る）（（
（
。
逆
説
的
な
が
ら
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
企
画
院
は
特
許
局
の
技
術
院
移
管
を
求
め
、
商
工
省
と
の
折
衝
も
長
期
化
し
た）（（
（
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
特
許
局
自
体
が
商
工
行
政
中
に
占
め
る
地
位
は
決
し
て
大
き
く
な
か
っ
た
が
、「
技
術
統
制
」
と
い
う
新
た
な
行
政
事
務
の
確
立
に
は
、「
優
秀
技
術
」
の
中
核
で
あ
る
特
許
権
管
理
の
掌
握
が
不
可
欠
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
二
　
商
工
省
に
お
け
る
「
公
開
」
構
想
と
「
技
術
交
流
」
論
の
登
場
一
方
で
三
九
年
九
月
に
商
工
省
内
に
設
置
が
決
定
さ
れ
た
能
率
統
制
委
員
会
は
、
審
議
内
容
中
に
「
優
秀
技
術
の
公
開
と
そ
の
普
遍
的
利
用
」
を
掲
げ
、
四
〇
年
二
月
に
鉱
工
業
総
力
発
揮
委
員
会
と
し
て
発
足
す
る
。
だ
が
同
委
員
会
に
お
け
る
「
公
開
」
関
係
の
審
議
は
不
活
発
で
あ
り
、
四
一
年
四
月
に
改
正
総
動
員
法
第
一
四
条
施
行
勅
令
と
報
奨
制
度
確
立
の
審
議
が
決
定
さ
れ
る
も
、
同
年
七
月
に
は
技
術
史
観
第
一
七
八
冊
一
四
対
策
を
含
む
主
要
政
策
立
案
が
同
省
特
別
室
へ
集
中
さ
れ
た）（（
（
。
で
は
特
許
行
政
移
管
を
含
む
技
術
院
設
置
に
関
し
て
企
画
院
と
対
立
す
る
中
、
特
別
室
は
い
か
な
る
「
公
開
」
構
想
を
提
示
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
草
案
「
技
術
水
準
向
上
ニ
関
ス
ル
緊
急
対
策
」
で
は
、「
特
許
権
ノ
譲
渡
又
ハ
収
用
」
と
「
機
械
装
置
ノ
設
計
及
運
用
技
術
ノ
譲
渡
又
ハ
収
用
」
が
示
さ
れ
、
四
一
年
七
月
の
「
特
許
局
関
係
戦
時
緊
急
対
策
」
で
一
層
の
具
体
化
を
み
る
。
同
案
は
「
事
態
ノ
進
展
如
何
」
に
よ
り
、
①
敵
国
人
出
願
の
無
効
化
、
②
敵
国
人
特
許
に
関
す
る
権
利
譲
渡
の
制
限
・
禁
止
、
③
敵
国
人
の
権
利
没
収
、
に
関
す
る
戦
時
法
改
正
を
提
案
し
た
。
ま
た
国
内
特
許
に
つ
い
て
は
、
政
府
に
よ
る
直
接
収
用
措
置
と
し
て
特
許
収
用
令
か
工
場
事
業
場
収
用
令
の
発
動
を
、
一
般
企
業
へ
の
実
施
権
設
定
に
は
、
①
総
動
員
法
第
一
四
条
施
行
勅
令
の
制
定
、
②
特
許
権
の
相
互
使
用
斡
旋
に
よ
る
「
進
ン
テ
」
の
「
公
開
」、
等
を
構
想
し
て
い
た
。
審
査
・
審
判
に
関
し
て
は
、
①
陸
海
軍
・
生
産
力
拡
充
関
係
の
優
先
的
処
理
、
②
先
述
の
制
度
調
査
会
答
申
と
ほ
ぼ
同
一
の
制
度
改
正
、
等
が
主
張
さ
れ
た）（（
（
。
そ
し
て
同
月
の
「
工
業
所
有
権
ノ
相
互
使
用
ノ
斡
旋
等
ニ
関
ス
ル
措
置
」
で
は
、
官
民
合
同
の
特
許
権
調
整
協
議
会
を
工
業
部
門
別
に
設
置
し
、
①
実
施
許
諾
の
斡
旋
、
②
実
施
料
の
算
定
、
③
政
府
諮
問
へ
の
答
申
、
を
行
な
わ
せ
る
と
同
時
に
、「
外
国
人
ノ
権
利
カ
圧
倒
的
勢
力
ヲ
占
ム
ル
部
門
」
で
「
必
要
ア
ル
ト
キ
」
の
外
国
人
特
許
の
公
用
徴
収
が
掲
げ
ら
れ
た）（（
（
。
以
上
の
構
想
で
注
目
す
べ
き
は
、
戦
時
法
改
正
と
外
国
人
特
許
統
制
へ
の
言
及
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
は
特
許
権
総
体
を
対
象
と
し
た
「
公
開
」
が
、
対
米
英
開
戦
を
本
格
的
に
想
定
し
、
国
内
特
許
と
敵
産
特
許
に
区
分
し
た
形
で
検
討
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
典
型
的
「
公
開
」
論
と
は
や
や
相
違
し
た
構
想
も
、
同
時
期
に
商
工
省
傘
下
か
ら
提
案
さ
れ
た
こ
と
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
四
一
年
一
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
商
工
省
生
産
管
理
委
員
会
の
報
告
書
は
、
一
方
的
な
「
公
開
」
に
代
わ
り
、
双
方
向
的
な
技
術
伝
搬
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。
同
書
は
技
術
開
発
に
費
や
さ
れ
た
精
神
的
・
物
質
的
犠
牲
を
強
調
し
、
技
術
に
対
し
「
一
定
ノ
保
護
ヲ
期
待
」
す
る
の
は
「
無
理
カ
ラ
ヌ
要
求
」
と
す
る
。
そ
の
上
で
同
報
告
は
技
術
情
報
開
示
を
「
画
一
的
技
術
公
開
」、「
見
学
、
講
演
等
ニ
依
ル
技
術
ノ
交
流
」、「
技
術
ノ
伝
授
ト
報
奨
」
の
三
種
に
分
類
し
、
前
二
者
を
批
判
し
て
後
者
を
推
奨
す
る
。
具
体
的
に
は
ラ
イ
セ
ン
ス
制
に
よ
る
「
技
術
ノ
伝
授
」
と
報
償
制
度
の
確
立
、
無
制
限
「
公
開
」
の
否
定
と
「
伝
授
」
対
象
を
同
一
技
術
水
準
の
業
者
間
へ
と
限
定
す
る
こ
と
、
等
が
提
案
さ
れ
た）（（
（
。
す
な
わ
ち
同
報
告
は
「
交
流
」
と
い
う
単
語
自
体
に
は
否
定
的
だ
っ
た
も
の
の
、
提
示
さ
れ
た
「
技
術
の
伝
授
」
の
内
容
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
「
技
術
交
流
」
の
定
義
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、
従
来
的
な
「
公
開
」
論
に
一
石
を
投
じ
る
も
の
で
あ
っ
日
中
戦
争
期
の
産
業
統
制
と
「
技
術
統
制
」
一
五
た
。
四
二
年
以
降
、「
公
開
」
の
一
方
的
・
無
償
的
色
彩
を
緩
和
す
べ
く
、
同
一
技
術
水
準
の
企
業
間
の
相
互
的
交
換
を
掲
げ
た
「
交
流
」
の
語
は
、「
公
開
」
に
代
わ
り
広
汎
に
普
及
し
て
い
く）（（
（
が
、
そ
の
萌
芽
を
同
委
員
会
の
答
申
に
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
お
わ
り
に
以
上
よ
り
、「
公
開
」
が
政
策
課
題
と
し
て
本
格
的
に
浮
上
し
た
三
九
年
の
段
階
か
ら
、
報
償
問
題
が
「
公
開
」
実
施
の
関
門
と
な
る
こ
と
自
体
は
、
企
画
院
・
商
工
省
双
方
の
政
策
立
案
者
と
も
認
識
し
て
い
た
も
の
の
、
具
体
的
な
解
決
策
に
関
し
て
は
有
効
な
構
想
を
見
出
し
得
な
い
ま
ま
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
を
迎
え
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
確
立
要
綱
」
の
表
現
を
め
ぐ
る
曲
折
と
は
裏
腹
に
、「
公
開
」
に
お
け
る
実
際
上
の
課
題
と
さ
れ
た
の
は
、
報
償
の
有
無
自
体
と
い
う
よ
り
も
、
報
償
を
前
提
と
し
た
上
で
の
支
払
い
基
準
や
、
実
施
権
斡
旋
を
担
保
す
る
制
度
・
法
令
の
実
効
性
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
次
に
、
各
産
業
に
お
け
る
技
術
審
議
組
織
の
形
成
過
程
を
み
れ
ば
、
本
来
「
公
開
」
の
理
想
形
態
と
さ
れ
た
技
術
プ
ー
ル
制
は
、
人
石
工
業
以
外
へ
の
普
及
が
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。
振
興
会
社
・
統
制
会
社
を
中
核
と
し
た
特
許
実
施
権
の
相
互
利
用
体
制
構
築
の
試
み
は
、
資
金
的
困
難
と
法
的
統
制
根
拠
の
不
在
ゆ
え
に
、
各
産
業
で
挫
折
を
繰
り
返
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
統
制
会
技
術
部
の
設
立
に
よ
る
「
公
開
」
の
強
力
な
推
進
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
と
い
え 
よ
う
。
一
方
で
原
材
料
問
題
や
生
産
低
下
へ
の
危
機
意
識
か
ら
、
鉄
鋼
・
硫
安
等
の
一
部
重
要
物
資
生
産
に
お
い
て
は
、
産
業
機
械
・
有
機
合
成
化
学
等
の
分
野
に
対
し
、
相
対
的
に
試
験
的
な
「
公
開
」
が
先
行
し
、
一
定
の
効
果
を
挙
げ
た
が
、
そ
の
実
態
は
工
場
見
学
と
、
資
源
不
足
等
各
社
共
通
の
課
題
へ
の
共
同
的
な
対
策
が
主
で
あ
り
、
特
許
権
を
含
む
過
去
に
蓄
積
し
た
「
優
秀
技
術
」
ま
で
踏
み
込
ん
だ
と
は
い
い
難
か
っ
た
。
こ
う
し
た
従
来
的
な
「
公
開
」
構
想
の
行
き
詰
ま
り
を
打
開
し
た
の
は
、
一
つ
に
は
政
策
理
念
に
お
け
る
「
公
開
」
か
ら
「
交
流
」
へ
の
移
行
、
す
な
わ
ち
優
良
工
場
か
ら
不
良
工
場
へ
の
技
術
移
転
と
い
う
初
期
構
想
か
ら
、
同
一
水
準
の
工
場
間
の
技
術
交
換
と
い
う
妥
協
案
へ
の
転
換
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
も
う
一
つ
の
「
解
決
」
は
、
米
・
英
と
の
開
戦
に
よ
っ
て
技
術
非
依
存
国
と
の
「
事
変
」
が
、
技
術
依
存
国
を
主
敵
と
す
る
「
戦
争
」
へ
と
発
展
し
、
戦
時
法
適
用
上
の
矛
盾
が
解
消
さ
れ
る
と
い
う
、
極
め
て
皮
肉
な
形
で
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
註（（
） 
本
稿
は
政
治
経
済
・
経
済
史
学
会
二
〇
一
五
年
度
大
会
自
由
論
題
史
観
第
一
七
八
冊
一
六
発
表
を
基
底
と
し
、
大
幅
な
改
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
（
（
） 
中
村
隆
英
・
原
朗
「
経
済
新
体
制
」（
日
本
政
治
学
会
『
年
報
政
治
学
一
九
七
二
「
近
衛
新
体
制
」
の
研
究
』
岩
波
書
店
、一
九
七
三
年
）。
（
（
） 
代
表
的
研
究
と
し
て
、
廣
重
徹
『
科
学
の
社
会
史
―
近
代
日
本
の
科
学
体
制
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
三
年
）、
大
淀
昇
一
『
宮
本
武
之
輔
と
科
学
技
術
行
政
』 （
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
）、
大
淀
『
近
代
日
本
の
工
業
立
国
化
と
国
民
形
成
―
技
術
者
運
動
に
お
け
る
工
業
教
育
問
題
の
展
開
』（
す
ず
さ
わ
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）、
沢
井
実
「
科
学
技
術
新
体
制
構
想
の
展
開
と
技
術
院
の
誕
生
」（『
大
阪
大
学
経
済
学
』
四
一
巻
二
・
三
号
、
一
九
九
一
年
）、
沢
井
『
近
代
日
本
の
研
究
開
発
体
制
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、 
二
〇
一
二
年
）
な
ど
。
（
（
） 
同
前
。
（
（
） 
沢
井
前
掲
論
文
・
前
掲
書
、
平
本
厚
「
共
同
研
究
開
発
政
策
の
構
想
と
展
開
」（
平
本
編
『
日
本
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
共
同
研
究
開
発
は
い
か
に
生
ま
れ
た
か　
組
織
間
連
携
の
歴
史
分
析
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
）。
（
（
） 
前
者
と
し
て
は
特
許
庁
『
工
業
所
有
権
制
度
百
年
史
』
上
巻
（
発
明
協
会
、
一
九
八
四
年
）、
富
田
徹
男
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
日
本
の
特
許
制
度
」（
中
山
茂
・
後
藤
邦
夫
・
吉
岡
斉
編
『［
通
史
］
日
本
の
科
学
技
術
一
［
占
領
期
］
一
九
四
五
―
一
九
五
二
』
学
陽
書
房
、
一
九
九
五
年
）。
後
者
と
し
て
は
市
川
一
男
『
日
本
の
特
許
制
度
』（
日
本
発
明
新
聞
社
、
一
九
六
五
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
（
（
） 
前
掲
「
経
済
新
体
制
」
一
二
〇
頁
。
（
（
） 
日
本
科
学
史
学
会
編
『
日
本
科
学
技
術
史
大
系
』
第
四
巻
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
六
六
年
）
は
各
種
工
組
技
術
委
員
会
と
統
制
会
技
術
部
に
よ
る
「
公
開
」
推
進
の
試
み
を
指
摘
す
る
が
、
両
者
の
性
格
的
差
異
に
は
注
目
し
て
い
な
い
。
ま
た
同
書
は
「
公
開
」
が
技
術
平
準
化
を
、「
交
流
」
が
技
術
水
準
自
体
の
向
上
を
目
指
す
も
の
と
定
義
し
た
が
、
後
者
が
対
米
英
開
戦
後
に
注
目
さ
れ
た
理
由
を
明
示
し
て
い
な
い
。
工
組
と
統
制
会
に
よ
る
「
公
開
」
の
質
的
相
違
に
関
し
て
は
、
通
商
産
業
省
編
『
商
工
政
策
史　
第
十
三
巻　
工
業
技
術
』
（
商
工
政
策
史
刊
行
会
、
一
九
七
九
年
）
も
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
両
書
と
も
本
稿
第
二
章
で
取
上
げ
た
機
械
・
製
鉄
・
ア
ル
ミ
・
硫
安
・
人
石
等
の
各
産
業
に
お
け
る
「
公
開
」
の
存
在
に
言
及
す
る
も
の
の
、
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
そ
の
質
的
限
界
性
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
未
検
討
で
あ
る
。
 
一
方
で
工
作
機
・
電
機
分
野
の
事
例
研
究
と
し
て
は
、
沢
井
『
マ
ザ
ー
マ
シ
ン
の
夢
―
日
本
工
作
機
械
工
業
史
―
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）、
平
本
「
真
空
管
技
術
と
共
同
研
究
開
発
の
形
成
―
戦
前
か
ら
戦
中
に
お
け
る
共
同
研
究
開
発
の
開
始
と
拡
が
り
―
」（
平
本
編
前
掲
書
）、
吉
田
秀
明
「
通
信
機
器
企
業
の
無
線
兵
器
部
門
進
出
―
日
本
電
気
を
中
心
に
―
」（
下
谷
政
弘
編
『
戦
時
経
済
と
日
本
企
業
』
昭
和
堂
、
一
九
九
〇
年
）
な
ど
が
存
在
す
る
。
（
（
） 
佐
竹
康
扶
「
太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
技
術
の
『
公
開
』・『
交
日
中
戦
争
期
の
産
業
統
制
と
「
技
術
統
制
」
一
七
流
』
と
工
業
所
有
権
統
制
」（『
技
術
と
文
明
』
一
九
巻
二
号
、
二
〇
一
五
年
）。
（
（1
）
思
想
史
的
に
「
公
開
」
の
矛
盾
を
指
摘
し
た
研
究
に
河
原
宏
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
『
実
験
』
―
『
大
陸
科
学
院
』
と
『
技
術
の
公
開
』
―
」（『
社
会
科
学
討
究
』
二
二
巻
二
号
、
一
九
七
六
年
）
が
あ
る
が
、
時
期
的
・
産
業
的
な
区
分
の
不
在
と
い
う
点
で
は
問
題
が
多
い
。
（
（（
） 
藤
澤
「
時
局
と
技
術
統
制
」（『
技
術
評
論
』
一
六
巻
一
一
号
、
一
九
三
九
年
一
一
月
）
七
〇
頁
。
（
（（
） 
岡
本
賢
三
郎
「
特
許
権
の
戦
時
体
制
」（『
発
明
』
四
〇
巻
二
号
、
一
九
四
三
年
二
月
）
四
頁
。
（
（（
） 
中
松
眞
卿
「
工
業
所
有
権
戦
時
法
制
定
当
時
の
経
緯
」（『
科
学
技
術
動
員
』
一
巻
一
号
、
一
九
四
二
年
七
月
）
二
四
～
二
七
頁
、
前
掲
「
特
許
権
の
戦
時
体
制
」
五
頁
。
以
上
の
法
解
釈
に
つ
い
て
は
佐
竹
前
掲
論
文
二
～
三
頁
も
参
照
。
（
（（
） 
『
日
刊
工
業
新
聞
』
一
九
三
九
年
五
月
七
日
一
頁
。
（
（（
） 
『
技
術
公
開
問
題
に
就
て
』
理
化
学
興
業
調
査
課
、
一
九
三
九
年
七
月
（
特
許
庁
図
書
館
所
蔵
『
東
京
商
工
会
議
所
所
蔵
資
料
（
工
業
所
有
権
関
係
抜
粋
そ
の
他
（
講
演
録
・
論
文
・
諸
外
国
法
）
（
二
）』）
一
～
二
、
四
頁
。
（
（（
） 
藤
澤
「
新
工
業
政
策
と
技
術
の
公
開
」（『
科
学
主
義
工
業
』
一
九
三
九
年
一
一
月
号
）
一
五
一
～
一
五
二
頁
。
（
（（
） 
藤
澤
「
時
局
と
科
学
動
員
―
科
学
動
員
法
の
発
動
―
」（『
発
明
』
三
六
巻
一
〇
号
、
一
九
三
九
年
一
〇
月
）
四
～
五
頁
。
（
（（
） 
藤
澤
「
眠
れ
る
発
明
を
生
か
す
科
学
動
員
―
科
学
信
託
株
式
会
社
法
の
制
定
―
」（『
経
済
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
三
九
年
一
一
月
号
）
一
三
〇
～
一
三
二
頁
、
前
掲
「
時
局
と
科
学
動
員
」
四
～
五
頁
。
（
（（
） 
前
掲
「
時
局
と
科
学
動
員
」
四
頁
。
（
（1
） 
鈴
江
康
平
発
言
「
時
局
と
発
明
界
の
諸
問
題
を
語
る
座
談
会
」
（『
発
明
』
三
七
巻
八
号
、
一
九
四
〇
年
八
月
）
四
頁
。
（
（（
） 
「
工
業
所
有
権
制
度
調
査
委
員
会
第
一
回
総
会
議
事
要
録
」
一
九
四
〇
年
五
月
二
七
日
、「
第
三
回
総
会
議
事
要
録
」
同
年
一
一
月
一
五
日
（
特
許
庁
図
書
館
所
蔵
『
改
正
委
員
会
資
料
』、
以
下
同
冊
か
ら
の
文
書
引
用
の
際
、
調
査
委
員
会
の
表
記
は
省
略
す
る
）。
（
（（
） 
原
田
「
時
局
と
発
明
」（『
ワ
ッ
ト
』
一
二
巻
一
一
号
、
一
九
三
九
年
一
一
月
）
六
八
～
六
九
頁
。
（
（（
） 
河
崎
「
特
許
法
改
正
論
（
一
）」（『
特
許
と
商
標
』
九
巻
九
号
、
一
九
四
〇
年
九
月
）
四
～
一
二
頁
。
（
（（
） 
「
特
別
委
員
会
第
一
回
会
議
議
事
要
録
」
一
九
四
〇
年
六
月
一
三
日
（
以
降
で
特
別
委
員
会
の
表
記
は
省
略
）、「
第
二
回
会
議
議
事
要
録
」
同
年
六
月
二
七
日
（
い
ず
れ
も
『
改
正
委
員
会
資
料
』）
を
も
と
に
作
成
。
表
掲
載
者
以
外
に
も
五
名
が
意
見
聴
取
を
受
け
て
い
る
が
、
内
容
が
「
公
開
」
問
題
と
直
接
関
係
し
な
い
た
め
省
略
し
た
。
（
（（
） 
「
第
三
回
会
議
議
事
要
録
」
一
九
四
〇
年
八
月
六
日
、「
審
議
事
項
目
次
」
日
付
不
明
、「
第
五
回
会
議
々
事
要
録
」
同
年
八
月
一
九
日
、
史
観
第
一
七
八
冊
一
八
「
第
七
回
会
議
々
事
要
録
」
同
年
九
月
三
日
、「
第
八
回
会
議
議
事
要
録
」
同
年
九
月
一
〇
日
、「
第
九
回
会
議
議
事
要
録
」
同
年
一
〇
月
三
一
日
（
い
ず
れ
も
『
改
正
委
員
会
資
料
』）。
（
（（
） 
以
上
の
答
申
は
、
前
掲
「
第
九
回
会
議
議
事
要
録
」
お
よ
び
「
工
業
所
有
権
制
度
調
査
委
員
会
答
申
」
一
九
四
〇
年
一
二
月
、
特
許
局
調
査
課
「
特
許
制
度
改
正
準
備
協
議
会
報
告
書
」
一
九
四
〇
年
五
月
（
い
ず
れ
も
『
改
正
委
員
会
資
料
』）
よ
り
。
（
（（
） 
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
四
〇
年
一
二
月
一
三
日
朝
刊
一
頁
。
（
（（
） 
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
四
一
年
六
月
一
〇
日
夕
刊
二
頁
、
同
年
八
月
七
日
夕
刊
二
頁
。
（
（（
） 
「
産
業
政
策
史
回
想
録　
大
貝
晴
彦
氏
」 （
産
業
政
策
史
研
究
所
編
『
産
業
政
策
史
回
想
録
（
第
三
分
冊
）』
一
九
七
九
年
）
一
四
一
～
一
四
二
頁
。
（
（1
） 
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
四
一
年
五
月
二
九
日
夕
刊
三
頁
。
戦
時
下
に
お
け
る
特
許
制
度
批
判
の
増
加
自
体
は
先
行
研
究
も
指
摘
し
て
い
る
が
（
市
川
前
掲
書
、
一
七
四
～
一
八
〇
頁
）、
特
許
局
側
の
対
応
を
極
め
て
受
動
的
に
記
述
し
て
お
り
、
同
局
内
の
制
度
改
正
事
業
や
制
度
改
革
論
と
の
関
連
に
は
未
言
及
で
あ
る
。
（
（（
） 
『
日
刊
工
業
新
聞
』
一
九
四
一
年
七
月
四
日
一
頁
。
（
（（
） 
具
体
例
と
し
て
は
、
①
特
許
局
所
蔵
の
海
外
特
許
明
細
書
・
設
計
図
を
貸
与
し
た
鉱
山
機
械
の
国
産
化
研
究
と
国
産
化
困
難
な
特
許
の
買
収
構
想
（『
日
刊
工
業
新
聞
』
一
九
四
〇
年
一
月
二
三
日
五
頁
）、
②
日
本
産
金
振
興
会
社
へ
の
死
蔵
特
許
工
業
化
研
究
命
令
に
よ
る
「
信
託
会
社
構
想
の
精
神
」
の
具
体
化
構
想
（『
日
刊
工
業
新
聞
』
同
年
九
月
二
日
一
頁
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
（
（（
） 
日
本
機
械
製
造
工
業
組
合
聨
合
会
編
『
機
械
工
聯
史
』（
銀
座
書
院
、
一
九
四
四
年
）
四
四
〇
頁
。
（
（（
） 
『
日
本
工
業
新
聞
』
一
九
四
一
年
二
月
四
日
二
頁
、
同
年
二
月
九
日
二
頁
。
（
（（
） 
『
日
刊
工
業
新
聞
』
一
九
四
一
年
八
月
一
三
日
三
頁
、
同
年
八
月
一
六
日
二
頁
。
（
（（
） 
『
日
本
工
業
新
聞
』
一
九
四
二
年
二
月
九
日
二
頁
、
同
年
四
月
六
日
三
頁
。
（
（（
） 
『
日
本
工
業
新
聞
』
一
九
四
一
年
一
月
一
九
日
二
頁
、
同
年
一
月
二
〇
日
二
頁
。
（
（（
） 
「
第
七
十
六
回
帝
国
議
会
貴
族
院　
重
要
機
械
製
造
事
業
法
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
第
一
号
」
一
九
四
〇
年
二
月
一
八
日
、
四
～
五
頁
。
（
（（
） 
『
日
本
工
業
新
聞
』
一
九
四
一
年
二
月
六
日
一
頁
。
（
（1
） 
「
特
殊
鋼
及
特
殊
鋼
配
合
原
料
確
保
ニ
関
シ
商
工
省
ノ
採
リ
タ
ル
措
置
」
一
九
四
一
年
四
月
一
五
日
（『
昭
和
十
六
年　
特
殊
鋼
及
特
殊
鋼
配
合
原
料
関
係
書
類
』
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
二
頁
。
（
（（
） 
『
日
本
工
業
新
聞
』
一
九
三
九
年
八
月
一
五
日
一
頁
、『
日
刊
工
業
新
聞
』
同
年
八
月
二
六
日
六
頁
。
日
中
戦
争
期
の
産
業
統
制
と
「
技
術
統
制
」
一
九
（
（（
） 
『
日
刊
工
業
新
聞
』
一
九
三
九
年
九
月
二
七
日
一
〇
頁
。
（
（（
） 
『
日
刊
工
業
新
聞
』
一
九
四
一
年
二
月
五
日
二
頁
、
同
年
三
月
五
日
二
頁
。
（
（（
） 
斎
藤
新
吾
「
特
殊
鋼
統
制
一
ヶ
年
の
回
顧
」（『
工
作
機
械
』
四
巻
二
三
号
、
一
九
四
一
年
一
二
月
）
三
一
頁
。
（
（（
） 
「
金
属
界
ニ
ュ
ー
ス
」（『
特
殊
鋼
』
五
巻
六
号
、
一
九
四
二
年
六
月
）
三
五
一
～
三
五
二
頁
。
（
（（
） 
俵
信
次
「
技
術
指
導
（
製
鋼
）」（『
旧
海
軍
技
術
資
料
（
一
）』
東
大
経
済
学
部
図
書
館
所
蔵
）
一
頁
。
（
（（
） 
『
日
刊
工
業
新
聞
』
一
九
四
〇
年
一
〇
月
二
五
日
二
頁
。
た
だ
し
日
本
鋼
管
と
日
鉄
に
よ
る
技
術
懇
談
会
の
開
催
は
四
二
年
末
で
あ
っ
た
（『
日
本
産
業
経
済
』
一
九
四
二
年
一
二
月
三
〇
日
朝
刊
三
頁
）。
（
（（
） 
『
日
刊
工
業
新
聞
』 
一
九
四
〇
年
一
〇
月
二
六
日
二
頁
。
（
（（
） 
「
鉄
鋼
聯
盟
会
報
」（『
鉄
鋼
聯
盟
調
査
月
報
』
二
三
号
、
一
九
四
〇
年
一
一
月
）
八
三
頁
、（
同
二
四
号
、
同
年
一
二
月
）
五
七
～
五
八
頁
、（
同
二
六
号
、
四
一
年
二
月
）
五
五
～
五
六
頁
、（
同
二
七
号
、
同
年
三
月
）
五
四
頁
、（
同
二
八
号
、
同
年
四
月
）
五
二
頁
。
（
（1
） 
『
中
外
商
業
新
報
』
一
九
四
一
年
七
月
四
日
朝
刊
二
頁
。
（
（（
） 
『
昭
和
十
六
年
度
報
告
書
』
鉄
鋼
統
制
会
、
一
九
四
二
年
（
東
大
経
済
学
部
図
書
館
所
蔵
）
二
七
～
二
九
頁
。
（
（（
） 
「
金
属
界
展
望　
特
殊
鋼
生
産
の
諸
問
題
」（『
特
殊
鋼
』
五
巻
一
号
、
一
九
四
二
年
一
月
）
五
四
頁
。
（
（（
） 
井
村
竹
市
「『
老
兵
』
回
顧
談
（
下
）」（『
鉄
鋼
界
』
七
巻
六
号
、
一
九
五
七
年
六
月
）
六
九
～
七
〇
頁
。
（
（（
） 
『
日
本
硫
安
工
業
史
』（
日
本
硫
安
工
業
協
会
、
一
九
六
八
年
）
一
七
五
頁
。
（
（（
） 
『
日
刊
工
業
新
聞
』
一
九
四
一
年
一
月
一
二
日
五
頁
、
同
年
二
月
二
七
日
五
頁
。
（
（（
） 
『
日
刊
工
業
新
聞
』
一
九
四
〇
年
一
〇
月
二
六
日
五
頁
。
（
（（
） 
古
崎
秀
次
郎
発
言
「
座
談
会　
科
学
技
術
者
の
立
場
よ
り
新
時
代
を
語
る
」（『
化
学
機
械
』
五
巻
一
号
、
一
九
四
一
年
三
月
）
四
四
～
四
五
頁
、
同
座
談
会
は
一
九
四
〇
年
一
一
月
一
六
日
開
催
。
（
（（
） 
『
本
邦
人
造
石
油
事
業
史
概
要
』（
人
造
石
油
事
業
史
編
纂
刊
行
会
、
一
九
六
二
年
）
三
六
頁
。
（
（（
） 
『
日
刊
工
業
新
聞
』
一
九
四
一
年
六
月
二
六
日
二
頁
。
（
（1
） 
『
日
刊
工
業
新
聞
』
一
九
四
〇
年
一
二
月
二
〇
日
一
頁
、
四
一
年
九
月
二
六
日
五
頁
、『
中
外
商
業
新
報
』
同
年
九
月
二
三
日
朝
刊
二
頁
、『
日
本
工
業
新
聞
』
同
年
九
月
二
六
日
六
頁
。
（
（（
） 
『
日
本
工
業
新
聞
』
一
九
四
二
年
一
月
一
日
六
頁
、
同
年
一
月
三
日
六
頁
、『
日
刊
工
業
新
聞
』
一
九
四
一
年
一
一
月
一
一
日
五
頁
。
（
（（
） 
『
日
刊
工
業
新
聞
』
一
九
四
〇
年
一
月
二
四
日
一
〇
頁
、
同
年
五
月
一
三
日
六
頁
、
同
年
一
一
月
五
日
二
頁
。
（
（（
） 
『
日
刊
工
業
新
聞
』
一
九
四
一
年
四
月
一
五
日
二
頁
、
同
年
七
月
一
〇
日
二
頁
。
史
観
第
一
七
八
冊
二
〇
（
（（
） 
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
四
一
年
七
月
三
〇
日
朝
刊
三
頁
、『
日
刊
工
業
新
聞
』
同
年
七
月
二
〇
日
二
頁
、『
日
本
工
業
新
聞
』
同
年
七
月
二
二
日
二
頁
。
（
（（
） 
『
日
刊
工
業
新
聞
』
一
九
四
一
年
九
月
二
八
日
二
頁
、
同
年
一
〇
月
二
二
日
二
頁
。
（
（（
） 
前
掲
『
近
代
日
本
の
工
業
立
国
化
と
国
民
形
成
』
四
一
八
頁
～
四
三
四
頁
、
沢
井
前
掲
論
文 
三
六
七
頁
～
三
八
四
頁
。
（
（（
） 
「
新
科
学
技
術
体
制
確
立
要
綱
説
明
書
」
一
九
四
〇
年
八
月
二
九
日
（『
美
濃
部
洋
次
文
書
』
Ｇ
：
二
五
：
七
）。
（
（（
） 
「
工
業
所
有
権
調
整
法
（
案
）」（『
美
濃
部
洋
次
文
書
』
Ｇ
：
二
五
：
五
一
）。
作
成
日
は
不
明
だ
が
法
案
内
容
と
文
書
番
号
か
ら
「
確
立
要
綱
」
閣
議
決
定
前
の
試
案
と
推
定
さ
れ
る
。
（
（（
） 
前
者
は
藤
澤
発
言
「
座
談
会　
科
学
技
術
者
の
立
場
よ
り
新
時
代
を
語
る
」
四
六
頁
、
後
者
は
藤
澤
発
言
「『
科
学
技
術
の
振
興
と
統
制
』
に
関
す
る
座
談
会
」（『
電
気
化
学
』
九
巻
四
号
、
一
九
四
一
年
四
月
）
二
五
頁
。
後
者
は
四
〇
年
一
二
月
一
三
日
開
催
。
（
（1
） 
「
国
家
総
動
員
法
中
ヲ
改
正
ス
」（『
公
文
類
聚
』
第
六
十
五
編
・
昭
和
十
六
年
・
第
百
八
巻
・
軍
事
二
・
防
空
・
戒
厳
徴
発
・
国
家
総
動
員
一
）、
前
掲
「
特
許
権
の
戦
時
体
制
」
六
～
七
頁
。
（
（（
） 
た
だ
し
一
月
中
旬
の
段
階
で
第
一
四
条
改
正
は
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
（「
国
家
総
動
員
法
中
改
正
要
旨
案
」
一
九
四
一
年
一
月
一
四
日
、
『
美
濃
部
洋
次
文
書
』
Ａ
ｃ
：
三
七
：
六
：
Ｂ
）、
総
動
員
法
改
正
案
へ
の
「
公
開
」
条
項
移
行
は
、
同
法
の
無
修
正
可
決
を
目
的
と
し
た
、
一
月
末
の
各
種
産
業
統
制
法
案
提
出
中
止
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
（『
日
刊
工
業
新
聞
』
同
年
一
月
二
六
日
一
頁
）。
（
（（
） 
『
日
本
工
業
新
聞
』
一
九
四
一
年
九
月
二
〇
日
一
頁
、『
日
刊
工
業
新
聞
』
同
年
九
月
二
七
日
一
頁
。
（
（（
）  
「
科
学
技
術
新
体
制
確
立
要
綱
（
案
）
説
明
書
（
其
ノ
四
）」
一
九
四
一
年
一
月
二
四
日
（『
美
濃
部
洋
次
文
書
』
Ｇ
：
二
五
：
四
一
、
日
付
は
同
文
書
Ｇ
：
二
五
：
三
八
よ
り
推
定
）。
（
（（
）  
技
術
院
の
権
限
を
巡
る
企
画
院
と
文
部
・
商
工
両
省
間
の
対
立
経
過
に
つ
い
て
は
、
沢
井
前
掲
論
文
三
八
四
～
三
九
三
頁
を
参
照
。
（
（（
） 
『
日
刊
工
業
新
聞
』
一
九
三
九
年
九
月
一
八
日
一
頁
、
一
九
四
一
年
四
月
二
一
日
一
頁
、『
日
本
工
業
新
聞
』
四
一
年
七
月
二
四
日
一
頁
。
（
（（
） 
『
美
濃
部
洋
次
文
書
』
Ａ
ｃ
：
五
：
二
（
日
付
不
明
）、
同
Ｄ
：
二
五
：
五
（
一
九
四
一
年
七
月
一
四
日
）。
（
（（
） 
『
美
濃
部
洋
次
文
書
』
Ｄ
：
二
五
：
一
四
（
一
九
四
一
年
七
月
二
四
日
）。
（
（（
） 
商
工
省
生
産
管
理
委
員
会
編
『
新
経
済
体
制
下
ニ
於
ケ
ル
機
械
工
業
ノ
振
興
策
』（
日
本
工
業
協
会
、
一
九
四
一
年
）
一
六
～
二
六
頁
。
（
（（
） 
佐
竹
前
掲
論
文
、
四
～
五
頁
。
